
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｓ

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
通
し
、

日
本
の
教
育
分
野
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
２
０
１
５
年
に
活
動
を

開
始
し
た
。
英
語
力
向
上
に
関
す
る
普
及
・

啓
発
活
動
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
入
試
制
度

を
始
め
と
し
た
高
大
接
続
領
域
の
研
究
な

ど
も
進
め
、
高
校
生
や
大
学
生
の
英
語
力

の
向
上
を
図
っ
た
り
、
国
際
交
流
を
促
進

し
た
り
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
１
回
と
な
る
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た
高
大
接

続
や
入
試
改
革
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性

と
具
体
的
な
実
践
の
共
有
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
受
け
付
け
開
始
か
ら
早
々

に
参
加
申
し
込
み
は
定
員
数
に
達
し
、
会

場
は
高
校
・
大
学
の
教
職
員
や
教
育
委
員

会
を
始
め
と
し
た
教
育
関
係
者
で
満
席
と

な
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
大
学
振
興
課
の
塩
見
み
づ

枝
課
長
に
よ
る
基
調
講
演
「
高
大
接
続
改

革
の
今
後
の
方
向
性
」
で
は
、
高
校
・
大

学
教
育
、
並
び
に
大
学
入
学
者
選
抜
を
一

体
的
に
改
革
す
る
必
要
性
が
改
め
て
強
調

さ
れ
た
。
更
に
、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

革
会
議
の
中
間
ま
と
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
し
た
上
で
、
改
革
の
柱
で
あ
る
、「
高
等

学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
及
び
「
大
学
入

学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
」（
共
に
仮
称
）

の
狙
い
と
概
要
を
解
説
し
た
。

　

続
い
て
、
大
学
、
高
校
の
そ
れ
ぞ
れ
２

校
の
実
践
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
最
後
に
登

壇
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

高
大
接
続
や
入
試
改
革
の

方
向
性
と
具
体
的
実
践
を
共
有

●ＣＥＥＳよりご挨拶　ＣＥＥＳ　佐藤禎
てい

一
いち

理事長

●基調講演　「高大接続改革の今後の方向性」
文部科学省　大学振興課　塩見みづ枝課長

●大学実践　「大学におけるグローバル化の課題と高大接続の取り組み」
大阪大　未来戦略機構　川嶋太津夫教授
千葉大　教育・国際担当理事　渡邉誠教授

●高校実践　「高校現場における４技能英語指導」
東京都・国立お茶の水女子大学附属高校　津久井貴之先生
兵庫県・私立灘中学・高校　木村達哉先生

●パネルディスカッション
＊シンポジウム資料を基に編集部で作成

「教育のグローバル化と高大接続」プログラム

基調講演では、文部科学省大学振興課の塩見みづ枝課長
が「高大接続改革の今後の方向性」について語った。
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「
一
般
財
団
法
人　
進
学
基
準
研
究
機
構
（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
）」
第
１
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
向
け
た

こ
れ
か
ら
の
高
大
接
続
の
あ
り
方
を
考
え
る

２
０
１
５
年
11
月
、「
一
般
財
団
法
人　
進
学
基
準
研
究
機
構
（
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
）」
の
第
１
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
高
大
接
続
」
が
開
催
さ
れ
た
。

高
大
接
続
、
並
び
に
大
学
入
試
制
度
の
改
革
は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
み
、
教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
実
践
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
文
部
科
学
省
、
大
学
、
高
校
の

教
育
改
革
実
践
者
が
一
堂
に
会
し
、
こ
れ
か
ら
の
高
大
接
続
の
あ
り
方
、
更
に
は
現
高
校
２
・
３
年
生
が
直
面
す
る
入
試
改
革
の
本
質
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。



　

大
阪
大
未
来
戦
略
機
構
の
川
嶋
太
津
夫

教
授
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
社

会
の
状
況
を
概
説
し
、英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
不
足
な
ど
、
高
校
・

大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
お
け
る
課
題

を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
社
会
を
見
据

え
て
「
高
大
社
」
接
続
を
強
化
す
る
必
要

性
を
語
っ
た
。「
初
等
・
中
等
・
高
等
教
育

の
接
続
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
自
ら
学
ぶ

力
を
持
つ
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ナ
ー
を
社

会
に
送
り
出
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
、
川
嶋
教
授
は
強
調
す
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
大
阪
大
で

は
、
高
校
と
の
接
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
の
教
育
改
革
を
進
め
て
い
る
。
初
年

次
教
育
の
拡
充
を
図
る
他
、
４
年
間
を
通

し
て
英
語
の
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸

ば
す
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
も

力
を
注
ぐ
。「
４
技
能
育
成
の
た
め
の
英
語

の
外
部
検
定
試
験
を
効
果
的
に
活
用
し
た

い
」
と
、
川
嶋
教
授
は
話
す
。

　

高
校
生
の
学
び
を
支
援
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
科
学
技
術
へ
の
関
心
や
意
欲
を

持
つ
生
徒
を
募
集
し
て
研
究
活
動
を
支
援

す
る「
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
」（
＊
）が
紹
介
さ
れ
た
。

　

入
試
制
度
改
革
に
つ
い
て
は
、
17
年
度

か
ら
後
期
日
程
を
停
止
し
、「
世
界
適
塾
入

試
」
を
全
学
部
に
導
入
。
定
員
の
ほ
ぼ
１

割
に
当
た
る
三
百
数
十
人
を
Ａ
Ｏ
入
試
や

推
薦
入
試
な
ど
で
選
抜
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
を
必
須
と

し
て
一
定
の
基
礎
学
力
を
確
保
し
た
上
で
、

活
動
報
告
書
を
始
め
と
し
た
書
類
審
査
や

面
接
を
通
し
て
選
抜
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学
生
の
入
学
を
期
待
し

て
い
る
。

　
「
評
価
す
る
要
素
の
比
重
や
具
体
的
な
評

価
方
法
に
つ
い
て
急
ピ
ッ
チ
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
多
面
的
・

総
合
的
評
価
の
仕
組
み
を
創
り
出
し
た
い
」

と
、
川
嶋
教
授
は
意
欲
的
に
語
っ
た
。

＊　Sekai-tekijuku Enhanced Education for Distinguished Students の頭文字をとったもの。

　

千
葉
大
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
て
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
学
修
制
度
」

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
４
本
柱
の
改
革
を
推
進
し
て

い
る
。
中
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
観
点

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

の
一
環
で
あ
る
「
国
際
教
養
学
部
」
の
新

設
だ
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
お
け
る
『
パ

イ
ロ
ッ
ト
学
部
』
と
位
置
付
け
て
お
り
、

同
学
部
で
の
新
し
い
試
み
を
全
学
に
波
及

さ
せ
て
い
く
」
と
、
教
育
・
国
際
担
当
の

渡
邉
誠
理
事
は
説
明
す
る
。

　

同
学
部
の
特
徴
は
、
文
理
混
合
の
課
題

解
決
型
の
教
育
内
容
に
あ
る
。「
国
際
」「
日

本
」「
科
学
」
の
専
門
分
野
を
混
合
し
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
で
、
既
存
の
学
問
分
野

単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
の
発
見
・

分
析
・
解
決
の
能
力
や
発
信
力
を
、
体
系

的
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

同
学
部
の
入
試
は
、
英
語
を
必
須
と
す

る
３
教
科
が
基
本
で
、
文
系
・
理
系
に
か

か
わ
ら
ず
受
験
で
き
る
仕
組
み
が
特
徴
だ
。

英
語
の
他
に
、「
国
語
・
地
理
歴
史
」「
理
科
・

数
学
」「
理
科
・
地
理
歴
史
」
な
ど
、
柔
軟

に
受
験
教
科
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
。
更

に
、
英
語
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
を
始
め

と
し
た
英
語
の
外
部
検
定
試
験
の
成
績
を

利
用
で
き
る
（
ス
コ
ア
に
よ
る
加
点
・
満

点
換
算
方
式
）。「
今
後
、
外
部
検
定
試
験

の
利
用
は
、
全
学
部
に
広
げ
て
い
く
」
と
、

渡
邉
理
事
は
話
す
。

　

高
大
接
続
で
は
、
千
葉
県
内
の
高
校
と

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
し
て
高
校
１
年

生
か
ら
大
学
教
養
レ
ベ
ル
の
理
系
教
育
を

行
う
「『
次
世
代
才
能
ス
キ
ッ
プ
ア
ッ
プ
』

プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
理

数
分
野
の
自
由
研
究
発
表
会
「
高
校
生
理

科
研
究
発
表
会
」（
15
年
は
62
校
が
参
加
）

な
ど
を
紹
介
し
た
。「
こ
う
し
た
高
大
接
続

の
取
り
組
み
を
入
試
に
結
び
付
け
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
、
渡
邉
理

事
は
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
た
。

大阪大
未来戦略機構
教授

川嶋太津夫
かわしま・たつお

千葉大
教育・国際担当理事
教授

渡邉　誠
わたなべ・まこと
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「
世
界
適
塾
入
試
」で
多
面
的
・
総
合
的
評
価
を
加
速

大
阪
大

大
学
実
践
１

新
設
の「
国
際
教
養
学
部
」が
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
牽
引

千
葉
大

大
学
実
践
２



　

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
高
校
の
津
久

井
貴
之
先
生
は
、
英
語
の
４
技
能
の
指
導

に
つ
い
て
、
自
身
が
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
と
、
今
後
取
り
組
み
た
い

こ
と
を
発
表
し
た
。

　

課
題
の
１
つ
と
し
て
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
言
語
活
動
が
、

形
式
的
に
な
り
や
す
い
こ
と
を
挙
げ
た
。

「
教
師
自
身
が『
何
の
た
め
の
活
動
な
の
か
』

を
明
確
に
し
、
生
徒
に
目
的
意
識
を
持
た

せ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
予
習
や
復
習
が
万

全
で
も
、
言
語
活
動
の
目
的
を
示
さ
ず
に

話
し
合
わ
せ
た
ら
、
生
徒
の
学
び
は
深
ま

り
に
く
い
」
と
津
久
井
先
生
は
話
す
。

　

家
庭
学
習
の
指
導
で
は
、「
目
標
を
設
定

し
て
、学
習
方
法
の
選
択
を
体
験
す
る
」「
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
学
び
の
き
っ
か
け
を
探

す
」「『
自
己
表
現
』
と
『
基
礎
的
な
語
彙

や
文
法
の
確
認
』
を
行
き
来
す
る
」
の
３

点
を
重
視
し
て
い
る
。「
家
庭
学
習
の
自
由

度
を
高
く
し
、
そ
の
過
程
や
成
果
を
き
ち

ん
と
確
認
す
る
指
導
を
強
化
し
た
い
」
と
、

津
久
井
先
生
は
意
欲
的
に
語
る
。

　

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
ビ
デ
オ
で
授
業
を

記
録
し
、
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
る
こ
と

も
重
視
し
て
い
る
。「
自
分
が
話
す
英
語
を

客
観
的
に
聞
き
直
す
こ
と
で
、
話
し
方
の

癖
、
授
業
の
ね
ら
い
と
発
問
の
ず
れ
な
ど

に
気
付
き
、
指
導
の
改
善
、
自
分
自
身
の

英
語
力
向
上
の
材
料
と
し
て
い
る
」
と
津

久
井
先
生
は
話
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

昨
年
の
授
業
で
実
施
し
た
ペ
ア
ワ
ー
ク
の

様
子
を
撮
影
し
た
動
画
を
上
映
し
、「
生
徒

は
言
語
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た
が
、
活
動

の
目
的
が
明
確
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
た

め
、学
習
が
十
分
に
深
ま
ら
な
か
っ
た
」と
、

課
題
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
目
標
と
し
て
、
生
徒

自
身
が
自
分
の
頭
で
考
え
、
学
習
方
法
を

選
択
し
て
取
り
組
む
活
動
や
雰
囲
気
を
つ

く
り
、
家
庭
学
習
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
く
こ
と
な
ど
を
掲
げ
た
。

　

灘
中
学
・
高
校
の
木
村
達
哉
先
生
は
、

英
語
の
４
技
能
を
育
成
す
る
指
導
の
基
本

的
な
方
法
と
し
て
、「
単
語
の
変
換
や
文
の

作
成
を
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
で
行
え
る

力
」「
受
信
力
を
発
信
力
に
つ
な
げ
る
習
慣
」

の
涵
養
を
挙
げ
た
。
英
単
語
の
指
導
で
は
、

意
味
や
ス
ペ
リ
ン
グ
な
ど
の
理
解
に
と
ど

ま
ら
ず
、
日
本
語
を
即
座
に
英
語
に
し
て

話
す
指
導
を
繰
り
返
す
。「
英
語
を
話
す
上

で
は
、
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
が
出
来
る

知
識
だ
け
が
武
器
に
な
る
」
と
、
木
村
先

生
は
強
調
す
る
。

　

英
文
法
の
指
導
で
は
、
最
初
に
授
業
で

の
解
説
を
通
し
て
、
文
法
の
内
容
を
生
徒

に
正
し
く
理
解
さ
せ
た
後
、
様
々
な
反
復

練
習
を
通
し
て
知
識
を
定
着
さ
せ
る
。
続

い
て
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
、
学
習
し

た
文
法
を
用
い
た
文
章
を
数
十
個
つ
く
る

学
習
な
ど
を
通
し
、
文
法
を
「
使
え
る
」

状
態
に
す
る
。

　

受
信
力
を
発
信
力
に
つ
な
げ
る
習
慣
の

涵
養
で
は
、「
読
む
・
聞
く
」
を
「
書
く
・

話
す
」
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
指
導
に
力
を
注

い
で
い
る
。
例
え
ば
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

授
業
で
、
著
名
人
の
ス
ピ
ー
チ
を
和
訳
し

た
だ
け
で
終
わ
る
の
は
従
来
型
の
指
導
で

あ
る
が
、
自
身
の
授
業
で
は
、
和
訳
を
見

た
ら
英
文
が
自
然
と
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
英
文
を
読
み
込
む
。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
で
は
、
例
え
ば
、

「
景
気
が
低
迷
し
続
け
て
い
る
原
因
と
対

策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
る
。
日
本
語
で
考
え

る
の
も
難
し
い
テ
ー
マ
の
た
め
、
日
本
史

の
教
員
と
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
し

て
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
考
え
さ
せ

て
か
ら
英
語
で
発
信
を
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
む
。「
日
本
語
で
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
、
英
語
で
も
考
え
ら
れ
な
い
の
は
当

た
り
前
の
こ
と
。
英
語
の
授
業
を
通
し
て
、

英
語
力
は
も
ち
ろ
ん
、
考
え
る
力
も
高
め
、

品
格
が
あ
り
、
意
識
の
高
い
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
」と
、今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

東京都・国立
お茶の水女子大学
附属高校

津久井貴之
つくい・たかゆき

兵庫県・私立
灘中学・高校

木村達哉
きむら・たつや
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学
習
の
実
効
性
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
指
導
を
改
善

東
京
都
・
国
立
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
高
校

高
校
実
践
１

「
日
本
語
で
考
え
る
力
」が
英
語
で
発
信
す
る
力
の
核
に

兵
庫
県
・
私
立
灘
中
学
・
高
校

高
校
実
践
2



◎
多
面
的
・
総
合
的
評
価
に
つ
い
て

　

初
め
に
、
大
阪
大
の
川
嶋
教
授
が
、「
基

礎
学
力
が
十
分
に
定
着
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
基
礎
学
力
を
土

台
に
、
高
校
時
代
の
活
動
の
成
果
な
ど
を

上
乗
せ
し
て
評
価
す
る
仕
組
み
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
、
課
題
を
指
摘
し
た
。

　

学
力
試
験
が
課
さ
れ
な
い
場
合
、
生
徒

の
負
担
が
軽
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
点
に
つ
い
て
灘
中
学
・
高
校
の
木
村
先

生
は
、「
現
状
で
も
、
基
礎
学
力
が
十
分
に

定
着
し
て
い
な
い
ま
ま
高
校
や
大
学
に
入

学
で
き
る
の
は
問
題
だ
と
思
う
。
そ
の
状

況
が
、多
面
的
・
総
合
的
評
価
の
導
入
で
強

ま
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
千
葉
大
の
渡
邉
理
事
は
、

「
知
識
や
技
能
を
い
か
に
再
構
成
し
て
表

現
す
る
か
を
問
う
の
が
多
面
的
・
総
合
的

評
価
の
狙
い
だ
」
と
、
従
来
の
学
力
試
験

で
問
わ
れ
た
知
識
や
技
能
は
、
あ
く
ま
で

も
土
台
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
た
。
同
様
に
、
川
嶋
教
授
も
、「
基
礎
学

力
を
き
ち
ん
と
身
に
付
け
た
上
で
、
秀
で

て
い
た
り
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
り
す
る
点
を

評
価
し
た
い
。
個
人
的
な
考
え
を
言
う
と
、

受
験
対
策
が
難
し
い
選
考
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
こ
と
が
理
想
だ
」
と
語
っ
た
。

　

一
方
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
高
校

の
津
久
井
先
生
は
、「
基
礎
学
力
の
定
着
で

つ
ま
ず
く
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
生
徒
に
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
の
知
識

や
技
能
を
活
用
す
る
力
を
ど
の
よ
う
に
付

け
さ
せ
る
か
」
と
い
う
課
題
を
示
し
た
。

渡
邉
理
事
は
、「
ど
の
学
力
層
の
生
徒
も
、

『
自
分
も
話
さ
な
く
て
は
』
と
い
っ
た
姿
勢

に
な
り
や
す
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
の
底
上
げ
に

つ
な
が
り
や
す
い
」
と
考
え
を
述
べ
た
。

　

参
加
者
全
員
に
よ
る
討
議
で
は
、
基
礎

学
力
の
定
着
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
定

義
と
そ
の
効
能
を
、
今
後
慎
重
に
見
極
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
し
合
わ
れ
た
。

◎
英
語
の
４
技
能
育
成
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
木
村
先
生
が
「
英
語
力
を
高
め

る
上
で
、
日
本
語
が
う
ま
く
使
え
な
い
、

思
考
力
が
低
い
、
ま
た
『
理
系
だ
か
ら
地

歴
公
民
は
不
要
だ
』
と
語
る
生
徒
が
い
る

な
ど
、
学
力
や
学
習
分
野
の
偏
り
が
壁
に

な
っ
て
い
る
」
と
問
題
を
提
起
。
同
様
の

課
題
意
識
が
あ
る
と
い
う
津
久
井
先
生
は
、

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
単
に
事
実

を
述
べ
る
だ
け
で
、
聞
き
手
を
意
識
し
た

発
表
が
出
来
な
い
。
英
語
と
他
教
科
・
科

目
の
学
習
内
容
を
結
び
付
け
る
授
業
・
教

材
の
研
究
を
強
化
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
大
学
の
英
語
教
育
で
は
、
多
様

性
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
川
嶋
教
授
は
話
す
。

　
「
入
学
時
点
の
英
語
力
は
非
常
に
多
様

で
、
大
学
は
各
レ
ベ
ル
に
対
応
す
る
必
要

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
系
は
英
語

の
論
文
を
精
読
し
て
内
容
を
把
握
す
る
力
、

理
系
は
英
語
で
の
論
文
作
成
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
力
が
よ
り
重
要
に
な
る
な

ど
、
求
め
ら
れ
る
英
語
力
の
多
様
化
へ
の

対
応
も
今
後
の
課
題
だ
」

◎
質
疑
応
答

　

高
校
教
員
か
ら「
最
近
、あ
る
大
学
か
ら

『
当
面
、入
試
方
法
を
変
え
る
考
え
は
な
い
』

と
言
わ
れ
、
生
徒
へ
の
指
導
内
容
で
悩
ん

で
い
る
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
、
渡
邉
理
事
は
、「
大
学
に
よ
っ
て

事
情
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
千
葉

大
は
本
気
で
入
試
の
あ
り
方
を
変
え
た
い

と
考
え
て
い
る
。今
後
も
、後
期
日
程
を
特

色
あ
る
入
試
に
す
る
な
ど
、
多
面
的
・
総

合
的
評
価
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と
語
っ
た
。

川
嶋
教
授
も
、「
大
阪
大
で
は
、
17
年
度
に

後
期
日
程
を
停
止
し
、
定
員
の
約
１
割
を

多
面
的
・
総
合
的
評
価
の
入
試
に
変
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
大
学
の
本
気
度
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
だ
」
と
答
え
た
。

　

大
学
教
育
や
入
試
改
革
へ
の
財
政
支
援

に
関
す
る
質
問
も
あ
っ
た
。
文
部
科
学
省

の
塩
見
課
長
は
、
財
政
支
援
の
必
要
性
を

十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
16
年
度
の
概
算

要
求
に
は
、
大
学
教
育
を
充
実
さ
せ
る
事

業
や
入
試
改
革
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

事
業
な
ど
を
盛
り
込
む
と
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、
塩
見
課
長
が
「
高
校
生
や
大

学
生
が
学
び
が
い
を
感
じ
る
教
育
に
変
え

る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
だ
と
、
改
革
の
意

義
を
改
め
て
感
じ
た
。
今
後
も
文
部
科
学

省
と
し
て
、
教
育
現
場
へ
の
支
援
を
強
化

し
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。 パネルディスカッションの様子。
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大
学
入
試
改
革
に
関
心
が
集
ま
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン




